
中国最新法律Newsletter 2022年8月号 10 

  弁護士法人大江橋法律事務所 

弁護士 松本 亮 

中国には長い連休が2つある。いわゆる春節と国慶節であ

る。いずれも7日間の連休になるため、日本で勤務している

方からすると、中国は長い連休が2回もあってよいねと羨ま

しがられることがある。しかしそれは大いなる誤解である。 

まず中国と日本の年間祝日数は、日本が16日間であるのに

対し、中国は11日間しかなく、圧倒的に中国の方が少ない。

中国の主な祝日は以下の通りである。 

名称 時期 説明 

元旦 1 月 1 日（新暦） 新年を祝う 

春節 1 月 1 日～3 日（旧

暦） 

旧暦の新年を祝う 

清明節 4 月 5 日前後（新

暦） 

お墓参りをする日（日本

のお盆に相当） 

労働節 5 月 1 日（新暦） 国際的なメーデー 

端午節 5 月 5 日（旧暦） 愛国で有名な詩人の屈原

が川に身を投じた日 

中秋節 8 月 15 日（旧暦） 名月を鑑賞 

国慶節 10 月 1 日～3 日

（新暦） 

中国の建国記念日 

勘の鋭い読者の中には、春節や国慶節は7日間の連休では

ないのかと思われる方もいるかもしれない。確かに春節と国

慶節の祝日として認められているのは、3日間だけである。

しかし中国は広く、3日程度の連休では、故郷に帰って家族

と過ごすことができないことから、7日間の中に含まれる通

常の土日に加えて、前後の土日から休日を振り替えることに

より、政策的に7日間の連休を作出しているのである。振り

替えられた前後の土日は、振替出勤日として指定されること

となる。そのため土日のタイミングによっては、連休前後に

は10連勤などということも生じうるのである。 

連休の中でも春節は中国人にとって特別な休暇である。家

族揃って春節を迎えるため、上海などに出稼ぎにきている地

方の労働者の多くは故郷に帰ることとなる。1年に1度しか故

郷に帰らないことから、春節の1か月くらい前から休暇を取

って故郷に帰る労働者も多く、春節前になると上海の街は人

っ気が少なくなる。政府機関も春節前には動きが鈍くなり、

手続きが進みにくいということもざらである。しかしこのよ

うな場合には焦っても仕方がなく、ある意味中国らしいとい

うことで諦めるしかない。むしろ中国で長く生活している私

などは、人間らしい生活だと微笑ましくなる。 

まもなく中国では国慶節の休暇を迎えることとなる。しか

しコロナ対策のため、上海市政府からはあまり遠出しないよ

う通知がでており、遠出の旅行は控える人が多いと思われる。

10月16日から始まる共産党大会が終了すれば、徐々に緩和の

方向に動くのではないかと言われているが、日本との往来も

含めてコロナ前の水準に戻ることを切に望む次第である。 
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